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表示 
リモコン:E59
７セグメント:E59

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

圧縮機起動不良（CM1）連続点滅

連続点滅

消灯

1回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

室外ユニット

圧縮機モータが位置検出
運転（11Hz以上）に移行で
きない。

20回連続（10パターン
×2回）で起動できない。

診　断 処　置

AC200V±10％がスペック

NO

NO

NO

YES 

YES 

パワトラ
異常

短絡
あり

正常

その他
（チェッカーなし含む）

電源電圧は適正か

3分起動遅延時に圧力
はバランスしているか

圧縮機端子への接続配線
に接触不良はないか

転状態の確認、記録

電源電圧等の確認。

ソフトNo.を確認。（最新か）
SV6（オイルセパ出口）が、
圧縮機停止時にONとなって
いるか。（圧力はバランスし
ているか。）

配線交換。
（圧縮機側の端子台に問題
があれば圧縮機交換。）

静観。

圧縮機交換。

52X1がONしていることを確認
して測定すること。
インバータ基板交換。

パワトラ交換。

パワトラ交換。

インバータ基板交換。

２．異常検出の方法

３．異常発生の条件

４．予想される原因

・電源電圧異常
・冷媒回路部品不良
・インバータ基板不良
・配線，コネクタ挿入不良
・圧縮機不良
 （モータ，軸受）

注記：※1 測定箇所　C19の＋－間
※2 測定箇所　P－U，P－V，P－W，N－U，N－V，N－W，P－N間の抵抗値を確認する。
　　　　　　（圧縮機の配線を外して確認すること。）
　　再現しない場合は、メンテPCを接続しデータ取得を継続する。（各地区の技術課が管理する。）

停止前30分間データをメンテPCに保存する。

30分前データを評価する。

差圧のない条件で,試運転モードで起動する

 

インバータ
出力はあるか

インバータ基板の
DC15V電源はあるか

（※1）

インバータ基板不良
チェッカーで確認

パウトラモジュール間の
抵抗値測定(※2)

（短絡していないか）

起動するか

NO

NO

NO

YES 

YES 

YES 

YES 
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連続点滅

連続点滅

リモコンに緊急停止
「有効」となってないか？

室内ユニット

室内制御基板交換

リモコン基板交換

緊急停止発生原因を調
査する
（設備業者と打合せする
時，停止30分前のデー
タがあるほうがよい）

NO

NO

YES

YES

。
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部   品   名 仕　　　　　　　　　　　様

外　　　　　　     板

底　　　　     板

フ ィ ン ガ ー ド

フ       ァ       ン

フ ァ ン モ ー タ

モ ー タ ベ ー ス

熱  交  換  器

圧      縮      機

アキュムレータ、レシーバ

基　　　　     板

電   装   品   箱

仕       切       板

操 作 弁 ブ ラ ケ ッ ト

ね　　　　じ

他（機能品，銘板など）

外板と同じ

亜鉛メッキ鋼鈑＋防錆剤塗布

高耐食仕様プレコートアルミ（青色）

鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布

全ての基板　　 CEM3銅張積層板＋防湿材塗布 

鉄線＋樹脂コーティング

塗装用亜鉛メッキ鋼板＋塗装(総合塗膜厚さ70μ以上)　　  下塗：カチオン電着塗装

上塗：ポリエステル系塗料紛体塗装

※塗装色　スタッコホワイト（マンセル4.2Y7.5/1.1近似）

プラスチック

亜鉛メッキ鋼鈑＋プラスチック＋防錆剤塗布

亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布

亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布

鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布

銅管＋防錆剤塗布

亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布

亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布

ステンレス＋亜鉛コーティング＋クロメート処理＋フッ素コーティング

ステンレス＋酸化皮膜化処理

標準機と同じ

外　  側

内　  側

側　  板

配　  管

フ ィ ン 

注(1) 「耐重塩害仕様」は，日本冷凍空調工業会標準規格JRA9002に基づいています。
   (2)  上表にて　　　下線は，標準機仕様と異なる点を示します。

耐重塩害仕様室外ユニットを受注生産品としてシリーズ化しています。商品ご注文時，耐重塩害仕様室外ユニットと
してご注文してください。

●形式記号（例）FDCVSP2244HSX

(1)  形　式
  FDCVSP2244HSX, 2804HSX

耐重塩害仕様

(2)  仕　様
  耐重塩害仕様室外ユニットは離島・沖縄地区等の海岸線に近く直接潮風の当たらない場所に設置できる仕様ですが，
  設置に当っては下記の事項に留意してください。

(3)  据付時のご注意
   (a)  建物の風下や軒下等に設置してください。
   (b)  海岸線に設置する場合直接潮風が当たらないように防風板等を設けてください。
   (c)  水はけのよい場所に設置してください。
   (d)  据付時についた傷は補修をしてください。
   (e)  取外したサービスパネル取付けのねじは，作業終了後に確実に締め付けられていることを確認してください。

(4)  メンテナンス時のご注意
  シーズンオフなどで長期間ユニットを停止する場合はユニットにカバーを掛ける等の処置をしてください。

フ ァ ン ガ ー ド プラスチック

1.15 耐重塩害仕様室外ユニット
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⑸　据付上の注意（維持管理）

⒜ �海水飛沫および潮風に直接さらされることを極力回避するような場所へ設置してください。また，波しぶき等
が直接かかる場所への設置は避けてください。

⒝ �外装パネルに付着した海塩粒子が雨水によって十分洗浄されるようにしてください。室外ユニットには日除け
等を取付けないなど配慮してください。

⒞ �室外ユニット底板内への水の滞留は，著しく腐食状態を促進するため，底板内の水抜け性を損なわないように，
傾き等に注意してください。

⒟ 海岸地帯への据付品については付着した塩分等を除去するために定期的に水洗いを行ってください。

⒠ �据付，メンテナンス等に付いた傷は，補修してください。

⒡ 機器の状態を定期的に点検してください。必要に応じて再防錆処理や部品交換等を実施してください。

⒢ 基礎部分の排水性を確保してください。

潮風の影響を受ける場所 
ただし，塩分を含んだ水が直接室外ユニットにかからない場所 

潮風 

耐重塩害仕様 

海 

据
付
場
所 

設
置
場
所
条
件 

・室外ユニットに雨があまりかからない場所 
・潮風が直接当たる場所 
・室外ユニットの設置場所から海までの距離が約₃₀₀ｍ以内
にある場所 
・室外ユニットが建物の表（海岸面）になる場所 
・室外ユニット設置場所付近のトタン屋根，ベランダの鉄
製部の塗り替え等が多い場所 

直接風が当たるところ（設置環境により条件が変わります）

H：耐重塩害仕様　L：耐塩害仕様　※1 瀬戸内海等 H：耐重塩害仕様　L：耐塩害仕様　※1 瀬戸内海等 

設置する地域 設置距離目安 
300m 500m 1km

内海に面する地域※1 

外洋に面する地域

沖縄・離島

－ 

L

L

直接風が当たらないところ（設置環境により条件が変わります）

設置する地域 設置距離目安 
300m 500m 1km

内海に面する地域※1 

外洋に面する地域 

沖縄・離島 

L

L

L

－ 

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

⑹　据付場所について

⑺　設置距離目安 
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2．個 別 発 停 仕 様
目　次 

仕　　　様（運転特性） 224（225）

2.2 使 用 範 囲 228

外　形　図 229

塗　装　色 229

2.5 能 力 特 性 230

2.6 気 流 分 布 236

電気配線図 236

運　転　音 236

2.9 防振設計用参考資料 236

2.10 冷媒配管系統図 236

2.11 据付関連事項 236

2362.12 マイコン運転制御機能

2.13 電装品故障診断要領 237

2.14 耐重塩害仕様室外ユニット 237

●形式記号説明

室内ユニット形式 室外ユニット形式 

シリーズNo.

定格暖房能力を示す
(22.4kW)  

シリーズNo. 

FD  C  V  P224 4  H  SX

ファンコイル
ダイレクト

室外ユニット 

ハイパーインバータファンコイル
ダイレクト

タイプ 

ヒートポンプ機 

FD T (1) P36 4  LXAG

定格冷房能力を示す
(3.6kW)

注(1) T…天井埋込形4方向吹出し，TC…天井埋込形小容量4方向吹出し，TW…天井埋込形2方向吹出し，TS…天井埋込形1方向吹出し，

        TSC…天井埋込形小容量1方向吹出し，R…天埋カセテリア，U…高静圧ダクト形，E…天吊形，，ES…天吊耐油形，，K…壁掛形，

        FL…床置形ローボーイタイプ露出形，FU…床置形ローボーイタイプ隠蔽形

2.7

2.8

2.4

2.1

2.3
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FDTP-SX, LXAG

（天井埋込形4方向吹出し）

FDTCP-LXAG

（天井埋込形小容量4方向吹出し）

FDTWP-LXAG

（天井埋込形2方向吹出し）

FDTSP-LXAG

（天井埋込形1方向吹出し）

FDTSCP-LXAG

（天井埋込形小容量1方向吹出し）

FDRP-LXAG

（天埋カセテリア）

FDUP-LXAG

（高静圧ダクト形）

FDEP-LXAG

（天吊形）

FDESP-LXAG

（天吊耐油形）

FDKP-LXAG

（壁掛形）

FDFLP-LXAG

（床置形ローボーイタイプ露出形）

FDFUP-LXAG

（床置形ローボーイタイプ隠蔽形）

機　　　　種
2241601401129080715645362822 280

容　　　　　量

■室内ユニット機種一覧表

※

注(1)  ※部の室内ユニットは，FDTP1404LXAGも接続可能ですが，より効率の高い運転を行うためFDTP1404SXを
　　　　使用することをおすすめします。
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■室内ユニット参照一覧

FDTP284LXAG

FDTP364LXAG

FDTP454LXAG

FDTP564LXAG

FDTP714LXAG

FDTP804LXAG

FDTP904LXAG

FDTP1124LXAG

LXAG

FDTP1404SX

FDTP1604LXAG

FDTP2244LXAG

FDTP2804LXAG

FDTCP224LXAG

FDTCP284LXAG

FDTCP364LXAG

FDTCP454LXAG

FDTCP564LXAG

FDTWP224LXAG

FDTWP284LXAG

FDTWP364LXAG

FDTWP454LXAG

FDTWP564LXAG

FDTWP714LXAG

FDTWP804LXAG

FDTWP904LXAG

FDTWP1124LXAG

FDTWP1404LXAG

FDTWP1604LXAG

FDTSCP224LXAG

FDTSCP284LXAG

FDTSCP364LXAG

FDTSP454LXAG

FDTSP564LXAG

FDTSP714LXAG

FDTSP804LXAG

FDRP224LXAG

FDRP284LXAG

FDRP364LXAG

FDRP454LXAG

FDRP564LXAG

FDRP714LXAG

FDRP804LXAG

FDRP904LXAG

FDRP1124LXAG

FDRP1404LXAG

FDUP224LXAG

FDUP284LXAG

FDUP364LXAG

FDUP454LXAG

FDUP564LXAG

FDUP714LXAG

FDUP804LXAG

FDUP904LXAG

FDUP1124LXAG

FDUP1404LXAG

FDUP1604LXAG

FDUP2244LXAG

FDUP2804LXAG

FDTP284LX

2012年冷熱ハンドブック
設計・施工編 667ページを
ご覧ください。

2012年冷熱ハンドブック
設計・施工編 667ページを
ご覧ください。

2012年冷熱ハンドブック
設計・施工編 667ページを
ご覧ください。

FDTP364LX

FDTP454LX

FDTP564LX

FDTP714LX

FDTP804LX

FDTP904LX

FDTP1124LX

FDTP1404LX

※

FDTP1404

FDTP1604LX

FDTP2244LX

FDTP2804LX

FDTCP224LX

FDTCP284LX

FDTCP364LX

FDTCP454LX

FDTCP564LX

FDTWP224LX

FDTWP284LX

FDTWP364LX

FDTWP454LX

FDTWP564LX

FDTWP714LX

FDTWP804LX

FDTWP904LX

FDTWP1124LX

FDTWP1404LX

FDTWP1604LX

FDTSCP224LX

FDTSCP284LX

FDTSCP364LX

FDTSP454LX

FDTSP564LX

FDTSP714LX

FDTSP804LX

FDRP224LXA

FDRP284LXA

FDRP364LXA

FDRP454LXA

FDRP564LXA

FDRP714LXA

FDRP804LXA

FDRP904LXA

FDRP1124LXA

FDRP1404LXA

FDUP224LXA

FDUP284LXA

FDUP364LXA

FDUP454LXA

FDUP564LXA

FDUP714LXA

FDUP804LXA

FDUP904LXA

FDUP1124LXA

FDUP1404LXA

FDUP1604LXA

FDUP2244LX

FDUP2804LX

天井埋込形4方向吹出し（FDT）

天井埋込形小容量4方向吹出し

（FDTC）

天井埋込形2方向吹出し（FDTW）

天井埋込形1方向吹出し（FDTS）

天井埋込形小容量1方向吹出し

（FDTSC）

天埋カセテリア（FDR）

高静圧ダクト形（FDU）

機　　　　種 室内ユニット形式 参照室内ユニット形式 参照資料

技術資料  4-443-1-D
（13-6 発行）をご覧く
ださい。

技術資料  4-437-1-D
（12-10 発行）をご覧
ください。

注(1)  ※部の室内ユニットの記載内容については，本技術資料をご覧ください。
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FDEP364LXAG

FDEP454LXAG

FDEP564LXAG

FDEP714LXAG

FDEP904LXAG

FDEP1124LXAG

FDEP1404LXAG

FDEP1604LXAG

FDESP804LXAG

FDESP1404LXAG

FDKP284LXAG

FDKP364LXAG

FDKP454LXAG

FDKP714LXAG

FDFLP284LXAG

FDFLP454LXAG

FDFLP564LXAG

FDFLP714LXAG

FDFUP284LXAG

FDFUP454LXAG

FDFUP564LXAG

FDFUP714LXAG

FDEP364LX

FDEP454LX

FDEP564LX

FDEP714LX

FDEP904LX

FDEP1124LX

FDEP1404LX

FDEP1604LX

FDESP804LX

FDESP1404LX

FDKP284LX

FDKP364LX

FDKP454LX

FDKP714LX

FDFLP284LX

FDFLP454LX

FDFLP564LX

FDFLP714LX

FDFUP284LX

FDFUP454LX

FDFUP564LX

FDFUP714LX

機　　　　種 室内ユニット形式 参照室内ユニット形式 参照資料

天吊形（FDE）

天吊耐油形（FDES）

壁掛形（FDK）

床置形ローボーイタイプ（FDFL）

床置形ローボーイタイプ（FDFU）

2012年冷熱ハンドブック
設計・施工編 667ページを
ご覧ください。

■分岐管品番一覧（分岐方式により選定してください。）

FDCVP2804HSX

対応室外ユニット
接続可能室内
ユニット台数 　分  岐  管  方  式（1 ）

（各分岐以降の合計容量）

分 　岐 　方　 式　

FDCVP2244HSX 1～8台

1～8台

室内ユニット合計接続容
量範囲  （50～120%）

112～268

140～336

ヘッダー方式

●下流合計容量180未満
 DIS-22-1G

●下流合計容量180以上
 DIS-180-1G

●下流合計容量180未満
 HEAD4-22-1G
（最大4分岐）

●下流合計容量180以上
 HEAD6-180-1G
（最大6分岐）

注(1)　分岐管方式では室内ユニットの下流合計容量により分岐管の使い分けが必要です。（各分岐ごとに1セット必要）
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(1)　室外ユニット

(2)　室内ユニット

形　式
項　目

電                                     源
外 形 寸 法 高さ × 幅 × 奥行
製　　　 品　　　 質　　　 量
塗                 装                 色

（マ    ン    セ    ル    近    似）
熱          交           換          器
冷          媒           制          御

圧   縮   機

送 風 装 置

定    格    出    力
形  式  ・  台  数

風                  量

定 　格 　出 　力
冷          凍           機          油
冷    凍    機    油    封    入    量
冷                                     媒
冷       媒       封       入        量

冷 媒 配 管
ガ        ス        側
液                  側

防    音 ・  防    振 ・ 断    熱
保          護           装          置

mm
kg

kW
m3/min

W×台

cc

kg

φmm

注(1) 能力・運転特性は，JIS B 8616：2006条件により運転した値です。
   (2) 冷媒量は、出荷時の封入量を示します。現地配管長さおよび室内外ユニットの容量差により、規定量を追加チャージしてください。
   (3) 保護装置
        ・マイコン保護  ・パワトラ過熱保護  ・送風用電動機過電流保護  ・電源欠相保護  ・送風用電動機過熱保護  ・伝送異常保護
　　  ・高圧圧力開閉器・センサ断線保護  ・マイコン暴走保護  ・吐出管温度異常上昇保護  ・インバータ過電流保護  ・低圧保護
   (4) 冷媒配管”分岐”部品（別部品）
        組合せ台数、分岐方式（分岐管セットまたはヘッダーセット）により選定してください。
   (5) 運転音（音圧）は、JIS規格に準拠し無響室にて測定し、ユニット前面1m、高さ1mでの値です。
        実際に据付けた場合は、周囲の騒音や建物の反響を受け表示値より大きくなるのが普通です。

   (6) 運転音（パワーレベル）は、一般社団法人日本冷凍空調工業会規格（JRA4065：2013）
「パッケージエアコンディショナの音響パワーレベル試験方法」に基づいた値です。

呼          称          馬          力

圧縮機：防振ゴム、吸音断熱材巻付
記事3による

FDCVP2804HSXFDCVP2244HSX

電子膨張弁

スタッコホワイト

86×2

1550
R410A

10.5
60/63

φ19.05
φ9.52

銅パイプストレートフィン

135

(4.2Y7.5/1.1近似)

1505×970×370
三相 200V 50／60Hz

8馬力

φ22.22

10馬力

7.3 

37-112 30-112

4.2

170

音   圧（冷房／暖房） 59/60

135
機 　外 　静 　圧 0(最大35)Pa

M-MA32R

GTC5150MC40KC X 1

IP 24
内径φ20mmの排水穴×3個

I  　   P  　   コ  　   -  　   ド
排　　　　　 水　　　　　 口
法　  定　  冷　  凍　  能　  力 2.13（届出不要） 3.19（届出不要）トン

75/7674/73
dB（A）運   転   音

パワー（冷房／暖房）

26-125 26-112
冷     房
暖     房

容      量      制      御 %

形　式
項　目

電                                     源
外 形 寸 法 高さ × 幅 × 奥行
製　　　 品　　　 質　　　 量
熱          交           換          器

風                                 量

定 　格 　出 　力

冷 媒 配 管
ガ        ス        側
液                  側

mm
kg

m3/min

W×台

φmm

リ   モ   ー   ト   コ   ン   ト  ロ   ー   ラ

FDTP1404SX

120×1

送風用電動機：防振ゴム，外板：吸音断熱材貼付

φ15.88
φ9.52

アルミフィン＆銅チューブ式

本体：298×840×840（3），パネル：35×950×950
単相 200V 50／60Hz
RC-DX2（RC-D4G）

パ   ネ   ル   形   式（ 別   売   品 ）        229ページをご覧ください。

本体：27 ，標準パネル：5.5 ，ラクリーナパネル：6.5，お掃除ラクリーナパネル：12

音                  圧 P急：51，急：43，強：41，弱：38

機 外 静 圧（標 準 風 量 時） ―Pa

IPXO
VP25の排水管の接続が可能

I  　   P  　   コ  　   -  　   ド
排　　　　　 水　　　　　 口

65
dB（A）運   転   音

パ ワ ー レ ベ ル

形      式      ・      台      数

電 動 機
エ    ア    フ    ィ    ル    タ

吹   出   ダ   ク   ト   接   続   口
新   鮮   空   気   取   入   口

運          転         調          整

遠    方    発    停    用    機    能

防  振  装  置・防  音・断  熱  材
加                 湿                器

ターボ式（モータ直結）×1
P急：36，急：27，強：24，弱：19

ー（気化式加湿器取付可能）

側板を利用して可能（65×112ダクト接続）
側板を利用して可能（□100ダクト接続）

プラスチックネット(洗浄可能)

遠方発停入力用コネクタ（CNT：6P, CNTA：2P）を保有（室内基板上）

操作（運転切換，風量調整，タイマ，換気，グリル昇降），
室温調節（電子サーモスタット），表示（運転･点検用･LED，液晶表示）

注(1)  能力・運転特性は，JIS B 8616条件により運転した値です。
   (2)  ワイヤレスリモコン使用時は風量設定が3速(急・強・弱)となります。P急モードをご使用の場合は高天井設定（P急・急・強）としてください。
   (3)  お掃除ラクリーナパネル使用時，外形寸法の本体高さはプラス100mm高くなります。（詳細は外形図をご覧ください。）
   (4)  お掃除ラクリーナパネル使用時，騒音は弱でプラス1dB（A）高くなります。
   (5)  BEST計算用　室内送風機消費電力：0.15kW

2.1 仕　　様
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室内ユニットが異形式・異容量で組合せできるマルチタイプですので，組合せにより運転特性が異なります。

下記に室内・室外ユニット単独の運転特性を記載しますので，組合せ時の総合運転特性を計算してください。

運 転 特 性

(1)　室外ユニット

(2)　室内ユニット

形　式
項　目

定    格    冷    房
定    格    暖    房
暖    房    低    温

電 気 特 性

始    動   電    流

消     費
電     力

冷      房
暖      房
暖房低温

運     転
電     流

冷      房
暖      房

A

kW

記事1. 冷房，暖房能力およびシステム消費電力は，JIS B 8616：2006条件で定格容量の天井埋込形4方向吹きを接続した値です。

呼          称          馬          力

FDCVP2804HSXFDCVP2244HSX

8馬力
20.0
22.4
22.0

25.0

24.0
28.0

10馬力

5 5

5.05
4.9 7.19

8.38

7.72

15.0
15.5

8.53

22.1
25.7

33 35最    大   電    流

力     率
94
94

94
94

中 間 冷 房 標 準 9.0 11.3

9.3 11.5中 間 冷 房 中 温

定    格    冷    房
定    格    暖    房
低    温    暖    房

5.35
5.20
8.02

8.68

8.83
7.49

中 間 冷 房 標 準 1.87 2.40

1.67 2.21中 間 冷 房 中 温

通年エネルギー消費効率（2006） 5.1 4.8

法　  定　  冷　  凍　  能　  力 2.13 3.19トン

A

%
冷      房
暖      房

7.3 7.5最 小 冷 房 中 温
5.8 7.2最 小 暖 房 標 準

1.25 1.25最 小 冷 房 中 温
1.34 1.54最 小 暖 房 標 準

－ －通年エネルギー消費効率（2015）

能        力    

シ ス テ ム

消 費 電 力

kW

kW

3.74 2.88
4.31 3.74
4.81 4.71
5.49 5.58

エネルギー消費効率
         （COP）

冷      房
暖      房
中間冷房
中間暖房

10.1 12.6中 間 暖 房 標 準

1.84 2.26中 間 暖 房 標 準

S  H  F  （定 格 冷 房 能 力 時） 0.68 0.66

容量

区分 284

0.03

0.10 0.11

224 564454364

0.04

0.14 0.15

FDTCシリーズ

●FDTCシリーズ

容量

区分 28042244

FDTシリーズ

0.29

1.7

容量

区分 364

0.03

0.2

284 564454 804

0.08

0.4

0.04

0.2

904

0.15

0.8

1124 1404 1604

FDTシリーズ

714

消   費   電   力（kW）

運   転   電   流 （A） 

消   費   電   力（kW）

運   転   電   流 （A） 

消   費   電   力（kW）

運   転   電   流 （A） 

●FDTシリーズ

注(1)　上表はJIS B 8616：2006条件によります。
　(2)　上表の値は冷房・暖房運転共通です。
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容量

区分 284 364224 564

0.09

0.45

0.10

0.55

454 804 904

0.14

0.75

0.16

0.85

1124

0.19

1.00

1404 1604

FDTWシリーズ

714

564454 804714

●FDTWシリーズ

0.24

1.25

（50/60Hz）

（50/60Hz）

容量

区分 454

0.08/0.09

0.40/0.45

284 714

0.08/0.10

0.40/0.50

0.08/0.09

0.40/0.45

0.08/0.10

0.40/0.50

564 454 564 714284

（50/60Hz）

容量

区分 364

0.05/0.05

0.23/0.23

0.05/0.05

0.25/0.25

284 714454

FDKシリーズ

0.08/0.08

0.40/0.40

容量

区分

FDTSCシリーズ FDTSシリーズ

0.05/0.07

0.30/0.40

224 284 364

●FDFL，FDFUシリーズ

●FDTSC，FDTSシリーズ

●FDEシリーズ

●FDRシリーズ

●FDUシリーズ

●FDKシリーズ

FDFLシリーズ FDFUシリーズ

注(1)　上表はJIS B 8616：2006条件によります。
　(2)　上表の値は冷房・暖房運転共通です。

（50/60Hz）

容量

区分 1404804

FDESシリーズ

0.10/0.10

0.50/0.50

0.20/0.20

1.00/1.00

●FDESシリーズ

消   費   電   力（kW）

運   転   電   流 （A）

容量

区分 284 364224 564

0.035

0.20

0.04

0.30

0.06

0.50

454 804 904

0.125

0.90

1124

0.20

1.50

0.25

1.80

1404

FDRシリーズ

714

消   費   電   力（kW）

運   転   電   流 （A）

容量

区分 284 364224 564

0.06

0.50

454 804 904

0.115

0.90

1124

0.145

1.10

0.170

1.30

1404

0.295

2.20

1604

FDRシリーズ

714

消   費   電   力（kW）

運   転   電   流 （A）

消   費   電   力（kW）

運   転   電   流 （A）

消   費   電   力（kW）

運   転   電   流 （A）

（50/60Hz）

容量

区分 454

0.08/0.09

0.40/0.45

364 714

0.13/0.14

0.67/0.70

0.24/0.27

1.20/1.35

0.08/0.19

0.91/0.95

0.24/0.28

1.20/1.40

564 1124 1404 1604904

FDEシリーズ

消   費   電   力（kW）

運   転   電   流 （A）

（50/60Hz）

容量

区分 2244

0.82/1.20

4.10/6.00

2804

0.86/1.26

4.30/6.30

FDUシリーズ

消   費   電   力（kW）

運   転   電   流 （A）

消   費   電   力（kW）

運   転   電   流 （A）

消   費   電   力（kW）

運   転   電   流 （A）

0.04

0.30

0.06

0.43

0.09

0.60
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FDTP564LXAG

総合運転特性の求め方

1．　総合消費電力

2．　総合運転電流

3．　総合カ率

総合消費電力（kW）=室外ユニット消費電力+∑（室内ユニット消費電力）

総合運転電流（A）=室外ユニット運転電流+［∑（室内ユニット運転電流）×　 ］
 （1）

3
2

 （2）

総合カ率（%）=［総合消費電力（W）/（  3 ×総合運転電流（A））×200］×100
注（1）　単相仕様の場合のみ

　（2）　三相機仕様の場合のみ

形式区分

消 費 電 力（kW）

運 転 電 流 （A）

5.05/4.9 0.03/0.03 0.04/0.04

0.2/0.2 0.2/0.2

（冷/暖）

総合運転特性=室外ユニットの運転特性値+室内ユニットの運転特性値
［例］（条件）　　運転周波数……50Hz

［冷房］　5.05+（0.03+0.04×4）= 5.24（kW）
［暖房］　4.9+（0.03+0.04×4）= 5.09（kW）

運転モード ……冷房・暖房
ユニット…………FDCVP2244HSX

FDTP284LXAG・1台
FDTP564LXAG・4台

各ユニット運転特性

FDCVP2244HSX FDTP284LXAG

15.5/15.0

①総合消費電力

②総合運転電流

③総合カ率

［暖房］　15.0+（0.2+0.2×4）×　  ≒ 15.7（A）

［冷房］　15.5+（0.2+0.2×4）×  　≒ 16.2（A）

［冷房］　   　　　　　　 ×100 ≒ 93%
3×16.2×200
5.24×1000

［暖房］　　　　　　　    ×100 ≒ 94%
3×15.7×200
5.09×1000

3
2

3
2

例
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適 用 地 域

設 置 場 所

室 内 ユ ニ ッ ト 雰 囲 気 温・湿 度

風 量 ・ 静 圧
エ ア フ ィ ル タ
冷 媒 配 管 の 断 熱
ド レ ン 配 管 の 断 熱
配　　　管　　　総　　　長　（実長）
冷媒配管の片道配管長（実長）
室外ユニット～第 1 分岐（主管）
第 1 分 岐 後 の 配 管 長 さ

室 内・ 外 ユ ニ ッ ト の 高 さ の 差

室 内 ユ ニ ッ ト の 高 さ の 差
第一分岐と室内ユニットの許容高低差

注⑴　次のような場所への設置は行わないでください。
　　　・調理場や機械工場など ､ 油の飛沫や油煙・蒸気の立ち込める場所。
　　　・可燃性ガスの漏れる恐れがある場所。
　　　・硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリ等，機器に影響する物質の発生・滞留するところ。
　　　・海岸地帯の潮風が直接当たる場所。
　　　・化粧品，特殊なスプレーを頻繁に使用するところ。
　　　・電磁波・高周波の発生する機器の近く。
　　　・カーボン繊維や金属分・パウダー等が浮遊する場所。
　　　・煙突の煙がかかる場所。
　　　・標高 1000m 以上の場所。
　　　・洗たく室等 水が掛かる場所。
　　　　室内ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。
　　　・車両・船舶等移動するものへの設置。
　　　・積雪の多い所。
　　　・ワイヤレス仕様で使れわる場合，受信部に影響のある光線が飛び交うところ。
　　　・お掃除ラクリーナパネル仕様で使われる場合，温度制御が重要なところ。
　　　　エアコン運転中に清掃運転を開始すると，風量 Lo・風向制御停止となります。
　　　　24 時間運転等のところでは，自動清掃中（約 1 時間）運転状態（能力低下）が変わります。
　⑵　雰囲気の温湿度が上記の値を超える場合は外板の断熱材のポリウレタンホーム（t10 以上）を追加してください。

　■使用温範囲
　　使用温範囲については，28 ページをご覧ください。

FDCVP2244HSX, 2804HSX

詳細は使用温度範囲をご覧ください。

ヒートポンプ機（暖房運転を考慮して）日最低気温が 12 〜 3 月の冬期 4 ヶ月間の
平均値で 0℃ DB 以上であって降雪の多くない地域。降雪地域では，防雪フード

（オプション）を組付け使用してください。
外形図に据付スペースに関する制限を記載しております。
室内ユニットの据付は，床面から 2.5m 以上としてください。

露点温度 28℃以下，相対湿度 80％以下（FDT，FDTW，FDR，FDU）⑵

露点温度 23℃以下，相対湿度 80％以下（上記以外）
送風機特性範囲内で断熱性の良いダクト・吹出口を接続してください。（FDR，FDU のみ）

必ず，メンテナンスが容易な位置にエアフィルタを設置（現地手配）してください。（FDR，FDU のみ）
相対温度が 70％を越える天井内等では，厚さ 20mm 以上の断熱が必要になります。
相対温度が 70％を越える天井内等では，厚さ 10mm 以上の断熱が必要になります。

7 分以上（停止〜停止／始動〜始動）
3 分以上

定格電圧 200V ± 10％以内
定格電圧 200V の 15％

3％以内

室外ユニット形式

項　目

室 内 吸 込 空 気 温 度

室 外 吸 込 空 気 温 度

冷 房 時
暖 房 時
冷 房 時
暖 房 時

圧縮機の
発停頻度

電源電圧

1 サ イ ク ル 時 間
停 止 時 間
電 圧 変 動
始 動 時 の 電 圧 降 下
相 間 ア ン バ ラ ン ス

18m 以下

30m 以下

2.2 使 用 範 囲

120m 以下
150m 以下

40m 以下
90m 以下
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1.3章と同じです。29ページをご覧ください。

2.3 外 形 図

1.4章と同じです。34ページをご覧ください。

2.4 塗 装 色

室内ユニット 
は　　　　　を示します 

（最上位の室内ユニット） 

（最上位の室内ユニット） 

（最上位の室内ユニット） 

（最下位の室内ユニット） 

（最遠の室内ユニット） 

（最遠の室内ユニット） 

（最遠の室内ユニット） 

（最下位の室内ユニット） 

（最下位の室内ユニット） 

40m以内 

40m以内 

40m以内 

90m以内 

120m以内 

120m以内 

120m以内 

９0m以内 

〔ヘッダー〕 

〔ヘッダー〕 

3
0

m
3

0
m

 

3
0

m

分岐方式（“分岐管”使用） ① 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅵ 

Ⅴ 

第1分岐 

第1分岐 

室外ユニット 

1
8

m
以

内
 

1
8

m
以

内
 

1
8

m
以

内
 

1
8

m
 以

内
 

 
1

8
m

)以
内

 1
8

m
)以

内
 

1
8

m
)以

内
 

1
8

m
()

以
内

 

1
8

m
以

内
 

ヘッダー方式（“ヘッダー”使用） 

室内ユニット 

② 

混合方式（分岐管・ヘッダー併用） ③ 

Ⅰ 

Ⅱ 

室外ユニット 

注⑴　ヘッダー方式の後に分岐管方式で接続しないでください。

９
0

m
以

内
 

Ⅴ 

Ⅳ 

Ⅵ 

Ⅲ 

室内ユニット 

Ⅱ 

室外ユニット 

Ⅵ 

Ⅴ Ⅳ 

Ⅲ 

Ⅰ

は　　　　　を示します 

冷媒配管の許容長さ，室内・外ユニット高低差

第1分岐 
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2.5 能 力 特 性

各室内別に負荷計算を行い室内負荷を決定

室内負荷に合う室内ユニットを選定（仮）

温度補正を行い室内ユニットの能力を計算
（計算方法は⑵項の⒜参照）

システム能力の計算
（計算方法は⑵項の⒞参照）

室内ユニットの能力計算
（計算方法は⑵項の⒟参照）

温度補正，配管補正等を行い
室外ユニットの能力を計算
（計算方法は⑵項の⒝参照）

室内ユニット能力（仮）≧室内負荷

室内ユニット能力≧室内負荷

室内ユニットの合計能力≧システム能力

室内ユニット変更

NO 

NO 

NO 

YES 

YES 

YES 

室内ユニットの合計能力の算出

室外ユニットを選定（仮）

室外ユニット変更

機器選定終了

⑴ 機器の選定フロー
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⑵　能力計算方法
⒜ 室内ユニットの能力補正計算

	 室内ユニットの能力（冷房・暖房）＝室内ユニットの合計定格能力（カタログ表示値）
					     　　　×温度条件による能力補正係数　
	 温度条件による能力補正係数は，1.5章⑴項の⒜35ページを参照してください。

⒝ 室外ユニットの能力補正計算
	 室外ユニットの能力（冷房・暖房）＝室外ユニットの定格能力（カタログ表示値：100％接続時の定格能力）
					     　　　×温度条件による能力補正係数　
					     　　　×配管長による能力補正係数　
					     　　　×高低差による能力補正係数　
					     　　　×着霜による暖房能力補正係数（暖房のみ）　
					     　　　×室内ユニットの接続容量による能力補正係数

	 ① 温度条件による能力補正係数は，1.5章⑴項の⒜35ページを参照してください。
	 ② 配管長による能力補正係数は，1.5章⑴項の⒞39ページを参照してください。

	 ③ 

	 ④

	 ⑤

⒞ システム能力の計算
	 上記（a）項と（b）項で求めた能力を比較し小さい値がシステム能力（冷房・暖房）となります。
	 ①室内ユニットの合計能力　（冷房・暖房）＞室外ユニットの能力（冷房・暖房）の場合，
	 　システム能力　　　　　　（冷房・暖房）＝室外ユニットの能力（冷房・暖房）
	 ②室内ユニットの合計能力　（冷房・暖房）＜室外ユニットの能力（冷房・暖房）の場合，
	 　システム能力　　　　　　（冷房・暖房）＝室内ユニットの能力（冷房・暖房）

⒟ 室内ユニットの能力計算〔⒞の①項のみ〕
　　　　室内ユニットの能力（冷房・暖房）＝システム能力（冷房・暖房）
　　　　				             ×｛（室内ユニット容量）／（室内ユニット合計容量）｝

冷房能力補正の場合，90 ｍを超えると配管サイズ（ガス管のみ）によって補正係数が違いますのでご注
意ください。
暖房能力補正は機種（馬力）に関係なく同じ補正係数です。
高低差による能力補正係数は，1.5章⑴項の⒠ 39ページを参照してください。本補正は，冷房時室外
ユニットが下，暖房時室外ユニットが上の場合のみ行ってください。
暖房時の着霜による能力補正係数は，1.5章⑴項の⒡ 40ページを参照してください。

（本補正は，暖房能力算出時のみ行なってください）
室内ユニットの接続容量による能力補正係数は，⑶項の⒠ 235ページを参照してください。本補正は，
室内ユニットの合計容量が 100％以上の場合のみ行ってください。
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能力計算例

  例 １

  冷房（室内ユニット接続合計容量が100％未満時）
	 ・室外ユニット FDCVP2244HSX					     1 台
	 ・室内ユニット FDTP364LXAG					     6 台
	 ・配管長さ								        60m（相当長）
	 ・室内・外ユニット高低差						      15m（室外ユニットが下）
	 ・温度条件								        外気温度：33℃ DB
	 ・温度条件								        室内温度：18℃ WB

＜室内ユニット合計冷房能力＞：⑵項⒜の計算
	 ・室内ユニット定格冷房能力：3.6kW　←カタログ値

	 ・�温度条件による能力補正係数：0.954　←内18℃WB／外33℃DB より算出（1.5 章⑴項の⒜35ページ参照）
		  室内ユニット冷房能力：3.6kW×0.954≒3.4kW

	 ・室内ユニット合計冷房能力計算
		  室内ユニット合計冷房能力：3.4kW×6台＝ 20.4kW
 
＜室外ユニットの最大冷房能力＞：⑵項⒝の計算
	 ・室外ユニット定格冷房能力：20.0kW　←カタログ値

	 ・温度条件による能力補正係数：0.954　←内18℃WB／外33℃DBより算出（1.5 章⑴項の⒜35ページ参照）
		  室外ユニット冷房能力：20.0W×0.954≒19.1kW

	 ・配管長による能力補正係数：0.921　← 60ｍより算出（1.5 章⑴項の⒞39ページ参照）
		  19.1kW×0.921≒17.6kW

	 ・高低差による能力補正係数：0.97　← 15ｍより算出（1.5 章⑴項の⒠39ページ参照）
		  17.6kW×0.97≒17.1kW

	 ・室内ユニットの接続合計容量による能力補正係数：1.0　←（36×6）／224＜100％
		  室内ユニットの合計容量が 100％未満のため補正なし

＜システム冷房能力＞：⑵項⒞の計算
	 室内ユニット合計冷房能力と室外ユニット最大冷房能力を比較して小さい方が実際のシステム冷房能力
	 となります｡
      
	 ・室内ユニット合計冷房能力：20.4kW
	 ・室外ユニット最大冷房能力：17.1kW

＜室内ユニットの冷房能力計算＞：補正なし
		  3.4kW

システム冷房能力：17.1kW
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  例 ２

  冷房（室内ユニット接続合計容量が 100% 以上）
	 ・室外ユニット FDCVP2244HSX					     1 台
	 ・室内ユニット FDTP364LXAG					     7 台
	 ・配管長さ								        120m（相当長）
	 ・室内・外ユニット高低差						      15m（室外ユニットが上）
	 ・温度条件								        外気温度：35℃DB
	 ・温度条件								        室内温度：18℃WB

＜室内ユニット合計冷房能力＞：⑵項⒜の計算
	 ・室内ユニット定格冷房能力：3.6kW　←カタログ値
  
	 ・温度条件による能力補正係数：0.95　←内18℃WB／外35℃DBより算出（1.5 章⑴項の⒜35ページ参照）
		  室内ユニット冷房能力：3.6kW×0.95 ≒ 3.4kW
  
	 ・室内ユニット合計冷房能力計算
		  室内ユニット合計冷房能力：3.4kW×7台＝ 23.8kW
 
＜室外ユニットの最大冷房能力＞：⑵項⒝の計算
	 ・室外ユニット定格冷房能力：20.0kW　←カタログ値
 
	 ・温度条件による能力補正係数：0.95　←内18℃WB ／外35℃DBより算出（1.5 章⑴項の⒜35ページ参照）
		  室外ユニット冷房能力：20.0kW×0.95≒19.0kW
  
	 ・配管長による能力補正係数：0.93　← 120ｍより算出（1.5 章⑴項の⒞39ページ参照）				 
	 19.0kW×0.93≒17.7kW
  
	 ・高低差による能力補正係数：1.0（冷房時室外ユニットが上のため）
		  補正なし
   
	 ・室内ユニットの接続合計容量による能力補正係数：1.02　←（36×7）／224≒113％（⒠項235ページ参照）
		  17.7kW×1.02≒18.1kW

＜システム冷房能力＞：⑵項⒞の計算
	 室内ユニット合計冷房能力と室外ユニット最大冷房能力を比較して小さい方が実際のシステム冷房能力
	 となります ｡
      
	 ・室内ユニット合計冷房能力：23.8kW
	 ・室外ユニット最大冷房能力：18.1kW

＜室内ユニットの冷房能力計算＞：⑵項⒟の計算

		  18.1kW×36
		  　 36 × 7

システム冷房能力：18.1kW

≒ 2.6kW
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  例 ３

  暖房（室内ユニット接続合計容量が 100% 以上）
	 ・室外ユニット FDCVP2244HSX					     1 台
	 ・室内ユニット FDTP364LXAG					     7 台
	 ・配管長さ								        60m（相当長）
	 ・室内・外ユニット高低差						      20m（室外ユニットが上）
	 ・温度条件								        外気温度：6℃WB
	 ・温度条件								        室内温度：19℃DB

＜室内ユニット合計暖房能力＞：⑵項⒜の計算
	 ・室内ユニット定格暖房能力：4.0kW　←カタログ値

	 ・温度条件による能力補正係数：1.04　←外 6℃WB ／内19℃DBより算出（1.5 章⑴項の⒜36ページ参照）
		   室内ユニット暖房能力：4.0kW×4.2 ≒ 4.2kW

	 ・室内ユニット合計暖房能力計算
		   室内ユニット合計暖房能力：4.2kW×7台＝ 29.4kW
 
＜室外ユニットの最大暖房能力＞：⑵項⒝の計算
	 ・室外ユニット定格暖房能力：22.4kW　←カタログ値

	 ・温度条件による能力補正係数：1.04　←外6℃WB ／内19℃DBより算出（1.5 章⑴項の⒜36ページ参照）
		  室外ユニット暖房能力：22.4kW×1.04＝23.3kW

	 ・配管長による能力補正係数：0.982　← 60ｍより算出（1.5 章⑴項の⒞39ページ参照）
		   23.3kW×0.982≒22.9kW　

	 ・高低差による能力補正係数：0.96　← 20ｍより算出（1.5 章⑴項の⒠39ページ参照）
		   22.9kW×0.96≒22.0kW

	 ・着霜による暖房能力補正係数：1.0　← 6℃WBより算出（1.5 章⑴項の⒡40ページ参照）
		   22.0kW×1.0≒22.0kW

 	 ・室内ユニットの接続合計容量による能力補正係数：1.01　←（36×7）／224＝113％（⒠235ページ参照）
		   22.0kW×1.01≒22.2kW

＜システム暖房能力＞：⑵項⒞の計算
	 室内ユニット合計暖房能力と室外ユニット最大暖房能力を比較して小さい方が実際のシステム暖房能力
	 となります ｡
      
	 ・室内ユニット合計暖房能力：29.4kW
	 ・室外ユニット最大暖房能力：22.2kW

＜室内ユニットの暖房能力計算＞：⑵項⒟の計算
                                            
		  22.2kW×36
		  　 36 × 7

システム暖房能力：22.2kW

≒ 3.2kW
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FDCVP2244HSX（8 馬力），2804HSX（10 馬力）

⒤ 能力補正係数

ⅱ 消費電力補正係数

冷房
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⒠ 同時運転する室内ユニット接続合計容量による能力補正係数及び消費電力補正係数
注⑴  �消費電力補正において暖房時に停止室内ユニットがある場合には，その容量に比例した電力損失が発生します。（全ての機種に共通）

（ 損失目安＝暖房定格消費電力×
停止室内ユニットの合計容量

室外ユニット容量
× 0.1 ）
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1.6章と同じです。41ページをご覧ください。

2.6 気 流 分 布

1.7章と同じです。42ページをご覧ください。

2.7 運 転 音

1.8章と同じです。43ページをご覧ください。

2.8 電気配線図

1.10章と同じです。47ページをご覧ください。

2.9 防振設計用参考資料

1.11章と同じです。48ページをご覧ください。

2.10 冷媒配管系統図

1.12章と同じです。49ページをご覧ください。

2.11 据付関連事項

2.12 マイコン運転制御機能

2012年冷熱ハンドブックサービス編　2.1.1章291ページをご覧ください。

2.12.1 室内コントローラによる運転制御機能

1.13.2章と同じです。114ページをご覧ください。

2.12.2 リモートコントローラ

1.13.3章と同じです。115ページをご覧ください。

2.12.3 室外コントローラによる運転制御機能
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1.14章と同じです。147ページをご覧ください。

2.13 電装品故障診断要領

1.15章と同じです。218ページをご覧ください。

2.14 耐重塩害仕様室外ユニット
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3．別 売 品
目　次 

ワイヤレスキット（RCNLA-T-36WG, 36SBBG, 36CG） 239

3.2 242

246

3.1

3.3

コンパクトリモコン（RCH-D3）

ラクリーナ用リモコン（CRC-L）
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3.1 ワイヤレスキット（RCNLA-T-36WG, 36SBG, 36CG）

●配線は、確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固
定する。接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。

●受信部に、直射日光や、強い照明等の光があたらないところに据え付ける。
●元電源を切った後に電気工事をする。感電、故障や動作不良の原因になり
   ます。

②

受信部　裏面

＜設定を変更する場合＞

有効
無効

無し
有り

親
子

切換
通常

なお、出荷時の設定は　　 で囲まれた方になっています。

②受信部の取付

2

2単4乾電池(R03)

木ねじ

リモコン用ホルダー1 1

1

1パーツセット

リモコン

受 信 部

次の付属品を確かめてください。

① 付属品

取扱説明書を見ながらお客様に実際に操作していただき、正しい運転のしかたをご指導
ください。
エアコン本体およびパネルの据付方法につきましてはそれぞれに同梱してあります据付
説明書をご覧ください。

お願い

注    意

警    告

風向 ボタンを押しながら リセット スイッチを押すか、 風向
ボタンを押しながら電池を投入すると設定が混信防止設定
へ切り換わります。

一度電池を取り外すと初期設定（工場出荷時設定）へ戻ります。
電池を取り外した時は、再度、上記操作を行ってください。

上記操作方法を必ずお客様に説明してください。
（操作方法はエアコン本体に付属の取扱説明書にも
　記載してあります。）

※
ご注意

入 切 取消

時刻設定 リセット

フィルター 運転切換

温度

運転/停止
風 量

急
強
弱

自動
冷房
暖房
除湿
送風

風 向

混
信
防
止
設
定

タイマー

冷媒配管 ドレン配管

スイッチ

お願い

本ワイヤレスキットの受信部は、対応パネルのコーナパネルと交換することにより取付可能です。

取付前の準備
① 化粧パネルを付属のパネル据付説明書に従ってエアコン本体に取付けてください。
② 吸込グリルを取外してください。
③ 冷媒配管側のコーナパネルを取外してください。
④ ねじ（3本）を外して、エアコン本体のコントロールボックスのカバー（斜線部）を
　　取外してください。

④

③

現地設定
① 受信部基板上のスイッチの設定は以下の通りです。

停電補償

混信による
誤動作防止

受信部の
親子切換

ブザー音の
有無

② 受信部裏面のねじ（2本）を外し、カバーを取外してください。
③ カバー裏面の基板上のスイッチを変更してください。

④ SW1をOFFにする場合はリモコン側も以下のように設定変更してください。

 リモコンの設定変更

ねじ

カバー 裏面

出荷時

受信部の取付
①パネル吊りボルトをゆるめて、パネルと本体との隙間を空けてください。
②受信部の配線を開ロ部に通してください。
③配線を下図の如くユニットのコントロールボックスのカバーとドレンパンの隙間を通して
   入れてください。
④配線先端をコントロールポックス中の端子台にＸー白、Ｙー黒となるように
   接続してください。
⑤受信部をパネル据付説明書に従ってパネルに取付けてください。
⑥コントロールボックスの板金のエッジに当たらないように配線をクランプで固定してくだ
   さい。
⑦コントロールボックスのカバーを外したねじ（３本）を用いて取付けてください。

①

③

③

④

⑥

※ ご注意：取付の際、配線をはさまないようにしてください。

エアコン本体の
コントロールボックス内の端子台

黑

白

②

PJF012D009 A
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ラクリーナパネルに取り付け時は、リモコンの電源周波数設定を必
ず行ってください。（初期設定は60Hz）
① フィルター ボタンと 風量 ボタンを同時に３秒以上押すと周波数設
定モードになります。

②設定温度表示部に現在の周波数設定が点滅表示されます。
③  ∧  ボタンを押すと“60”表示となり、 ∨ ボタンを押すと“50”表示
となります。

④周波数設定後、フィルターボタンを押すと、周波数が確定され、室内
ユニットにデータが送信されます。約２秒間設定された周波数が点
灯した後、元の表示に戻ります。

電
源
周
波
数
設
定

⑤ ラクリーナパネル

電源周波数の設定変更

④ 自動運転の設定変更③ リモコン

ビル空調・ガスヒーポンシリーズ（除く冷暖フリーマルチ）は、
自動運転ができません。これらの機種に使用する場合は、リモ
コンを自動運転無効の設定にしてください。

 運転切換 ボタンを押しながら リセット スイッチを押すか、
 運転切換 ボタンを押しながら電池を投入すると、自動運転
が無効となります。

グリル降下長さの設定
ラクリーナパネルのグリル降下長さの設定は、詳細は本ワイヤレスキッ
トに同梱されている「ワイヤレスリモコン室内機能設定説明書」を参照
してください。（初期値は2.0m）

※一度設定した後は、室内ユニットのコントローラのマイコンが記憶するため、
ワイヤードリモコンを接続し続ける必要はありません。

①裏ブタを外します。
②乾電池を入れます。（単四 ２本）
③裏ブタを取り付けます。

③ビル空調・ガスヒーポンシリーズの場合：室内基板上のロータリースイッチSW1, SW2、
   ディップスイッチSW5-2により、リモコン通信アドレスを重複しないように「000」～
  「127」設定してください。

複数リモコン使用時の親子設定

１つのグループに対して最大２個までのリモコンを接続できます。
その際は２つのワイヤレスキットのいずれか一方の受信部の基板上のSW2をOFFにし、子機設
定とする必要があります。

入 切 取消

時刻設定 リセット

フィルター 運転切換

温度

運転/停止
風 量

急
強
弱

自動
冷房
暖房
除湿
送風

風 向

タイマー

一度電池を取り外すと初期設定（自動有効設定）に戻ります。
電池を取り外した時は、再度、上記操作を行ってください。

上記操作方法を必ずお客様に説明してください。
（操作方法はエアコン本体に付属の取扱説明書にも
　記載してあります。

※
ご注意

自
動
運
転
設
定

入 切 取消

時刻設定 リセット

フィルター 運転切換

温度

運転/停止
風 量

急
強
弱

自動
冷房
暖房
除湿
送風

風 向

タイマー

お願い

● 安全を確認して元電源を投入してください。
● 受信部バックアップスイッチを押しながらリモコンにて冷房運転を送信してください。
● 試運転時に受信部バックアップスイッチを押すと試運転が解除されます。
● 試運転時、正常に動作しない場合は、室内・室外ユニットに貼付けの結線銘板の点検表示
　 を参照し、点検してください。

お願い

電池の入れ方

⑴ 表示は電源投入後 1時間表示します。
⑵ リモコンから「停止」送信又は、バックアップスイッチ「停止」操作後 3分間表示
　 します。
⑶ 上記の表示は、運転開始とともに消灯します。
⑷ 異常履歴がない場合は接続台数分のアドレスを表示します。
⑸ 異常履歴が残っている場合は、履歴の内容を表示します。
⑹ 異常履歴は、バックアップスイッチを押しながらリモコンから「停止」送信により
　 クリアされます。

受信部は 2桁表示（7セグメント）を装備しています。

⑧ 2桁表示の見方

⑦ 冷房試運転操作

受信部の表面にバックアップスイッチ装備して
います。
ワイヤレスリモコン操作ができない場合（電池切れ、
紛失、故障）に応急的に使用してください。操作は
手で直接してください。

⑴ 停止中に押すことにより自動モード（冷専は
　 冷房モード）で運転します。
　 風量「急」温度設定「23℃」ルーバ「水平」
⑵ 運転中に押すことにより「停止」します。
⑶ 2秒以上押し続けてから離した場合、自動
　 昇降パネル上昇となります。

バックアップスイッチ

リモコンホルダーの据付

次の位置は避けてください。
1　直射日光の当たる場所
2　発熱器具の近く
3　湿気の多い所・水のかかる所
4　取付面に凸凹がある所

ホルダー取り付け時の注意
   ・垂直になるよう、調節してください。
   ・ねじ頭が出ないようにしてください。
   ・土壁等へは取り付けないでください。

１リモコンによる複数台室内ユニット制御

室内ユニット最大16台まで接続可能です。
① 各室内ユニット間を２心の渡り線にて配線してください。
　 渡り線については下記を参照願います。
② 店鋪シリーズの場合：室内基板上のロータリースイッチ
　 ＳＷ2により、リモコン通信アドレスを重複しない
　 ように「0」～「Ｆ」に設定してください。

渡り線の太さと、長さの制限（最大総長600m）

標　　準 0.3 mm2×100m以内
0.5 mm2×200m以内

2 mm2×600m以内

0.75 mm2×300m以内
1.25 mm2×400m以内

端子台

室内機    ⑴
アドレス ０

受信部

リモコン

室内機    ⑵
アドレス ⑴

室内機    ⒃
アドレス F

（切り換えは、本説明書  　②受信部の取付 の 現地設定　をご覧ください。）

ワイヤレスリモコンの操作距離

① 標準的な受信距離
　［条件］受信部照明度300ルクス
　　　　   （一般事務所でPAC周辺1m以内の天井面に照明がない場合）

天井面

受信可能範囲

② 平面から見たときの受信部照度と受信距離の関係
［条件］天井高さ2.5m、床面より1.1mの

高さより、リモコン操作した場合の
受信部照度と受信距離との関係。
照度が2倍になると受信距離は
2／3となる。

③ 複数台近接設置時の注意
［条　　件］　　　　受信部照明度300ルクス
　　　　　　　　　　（一般事務所でPAC周辺1m以内の天井面に照明がない場合）
［複数台近接設置］リモコン使用時の同一動作を防止できる最小距離は5mです。

受信部照度300ルクス
受信可能範囲

受信部照度600ルクス
受信可能範囲

4m

4m

3m

3m

2m

2m

1m
1m

0 1m 2m 3m 4m

1.
1m

1.
4m

2.
5m

30̊

木ねじ

リモコンホルダー

⑥ 
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リモコン

ワイヤレスキット取付位置

冷媒配管

注(1) 図の位置にのみ受信部は取付可能です。
      他の3コーナーに取付ける場合は，ハーネスセットRCN-T-HA6が必要になります。
  (2) リモコン用として単4乾電池が2個付属しています。

ドレン配管

リモコンの据付

リモコン用ホルダー

1760

15
0

50 90
20

2665

受信部
受信部

22
8.
3

228.3

APJF000Z026



－ 242－

室内機の据付説明書と共にお読みください。

警告
外のルブーケに部続接子端、し続接に実確てし用使をルブーケの定所、は線配 ●

力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。

。るすを事工気電に後たっ切を源電元 ●
　感電、故障や動作不良の原因になります。

注意

。いなし置放ままたし外り取をスーケ上のンコモリ ●
　上ケースを取り外した場合は、内蔵の基板にゴミや水分等が付着しないように、
　梱包箱或いは梱包袋に入れて保護してください。

。いなし置設をンコモリに所な様の記下 ●
　リモコンの故障や変形の原因になることがあります。
　⑴ 直射日光の当たる場所 ⑷ 取付面が発熱・結露する場所
　⑵ 発熱器具の近く ⑸ 油の飛沫や蒸気が直接触れる場所
　⑶ 湿気の多い所・水の掛る所 ⑹ 取付面に凹凸がある所

付属品 リモコン本体、　木ねじ（φ3.5 × 16）　2本
客先手配品 リモコンコード　（2心）（「2.リモコンコードを延長する場合の注意」を参照ください。）

　　[埋込取付の場合 ]　JIS ボックス、M4ねじ（2本）
　　[露出取付の場合 ]　コードクランプ　（適時）

1. 取付要領

埋込取付の場合

⑴　リモコンの下面のねじを必ず外してください。

⑵　リモコンの上ケースを外してください。
　　 リモコン下面の凹部にマイナスドライバ等を差し込んで

軽くねじり、ケースを外します。

⑶　JIS ボックスとリモコンコードをあらかじめ埋め込んでおきます。
　　[使用可能 JIS ボックス ]
　　JIS　C　8336　１個用スイッチボックス

⑷　 M4ねじ 2本（推奨長さ12～16mm）を用意して、下ケースをJISボックスに
取り付けてください。

　　ねじ穴の周囲の壁の高さより、ねじ頭の大きなねじを、使用しないでください。

⑸　リモコンコードを端子台に接続してください。
　　 リモコンの端子（X，Y）と室内機の端子（X，Y）とを接続してください。（X，

Yの極性はありません。）

⑹　 リモコンコードが噛みこまない様に、上ケースを元通り取り付け、外したねじ
で固定してください。

⑷　 リモコンの下ケースを付属の木ねじ２本で平
らな壁に取り付けます。

⑸　 リモコンコードを端子台に接続してください。
リモコンの端子（X，Y）と室内機の端子（X，Y）
とを接続してください。（X，Yの極性はありません。）
配線経路は右図の通りとなります。

リモコンケース内を通る配線は、0.3mm2（推奨）～最大 0.5mm2 以下としてく
ださい。
また、シース部を皮むきしてください。
各配線の皮むき長さは、下記の通りです。

X配線：160mm
Y配線：150mm

⑹　 リモコンコードが噛みこまない様に、上ケースを
元通り取り付け、外したねじで固定してください。

⑺　 露出取付の場合は、リモコンコードがたるまないように、コードクランプ等で
壁面に固定します。

2. リモコンコードを延長する場合の注意 　最大総延長 600m

⑴　リモコンコードは 0.3mm2×2心です。
延長距離が 100mを超える場合は、下記サイズに変更してください。
但し、リモコンケース内を通る配線は0.3mm2（推奨）～最大0.5mm2以下とし、
リモコン外部の近傍で配線接続により、サイズ変更してください。配線接続
する際は、水分等が浸入しない様な処置を行ってください。また、配線の接
続は、接触不良のない様確実に行ってください。
100～200m以内 ･･････0.5mm2 × 2心
　　　300m以内 ･･････0.75mm2 × 2心
　　　400m以内 ･･････1.25mm2 × 2心
　　　600m以内 ･･････2.0mm2 × 2心

ねじ
⑴

⑷

X Y

⑸

⑶

M4ねじ×2本（頭φ8以下）（客先手配品）

⑷

シース部
　皮むき長さ

配線取出口

⑵

上ケース

下ケース

壁面

露出取付の場合
⑴　リモコンの下面のねじを必ず外してください。

⑵　リモコンの上ケースを外してください。
リモコン下面の凹部にマイナスドライバ等を
差し込んで軽くねじり、ケースを外します。

ねじ
⑴

⑵

上ケース

PJZ012D068

⑵　 子リモコンの切換スイッチ SW1-1 を「子」（ON）に設定してください。工場出
荷時は「親」（OFF）設定です。

（注）・リモコンセンサ有効設定は親リモコンのみ可能です。
・親リモコンを室温検知させる位置に取り付けてください
・リモコンを複数接続した場合、エアコンの運転は、後操作したリモコンに従います。

3. 複数リモコン使用時の親子設定
⑴　室内機１台（又は１グループ）に対して最大２個までのリモコンを接続でき

リモコン線(無極性)

リモコン「親」
SW1－１「OFF」 

室内機  
 

 
リモコン「子」
SW1－１「ON」

スイッチ 設定 機能内容 
ON 子リモコン ＳＷ１－1 
OFF 親リモコン 

 

1

SW1

SW1－1：ON  （子リモコン）
SW1－1：OFF（親リモコン）

ON

OFF
2 3 4 5 6 7 8 9 0

○○ＹＸ

○○ＹＸ

○○ＹＸ

⑶　 リモコンコードの取り出し方向は、上部中央
から可能です。
リモコン上ケースの上方の薄肉部をニッ
パー・ナイフ等で切り取った後、ヤスリ等で
バリを取ってください。 ⑶

薄肉部

3.2 コンパクトリモコン（RCH-D3）
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4. 電源投入時の表示
⑴　電源投入時、最初の２秒間全点灯した後、下記表示となります。
　　 リモコン LCD上部に表示される番号は、ソフトウェアの管理番号を表示させて
いるものであり、異常コードの表示ではありません。

⑵　 その後、リモコンと室内機の通信が確定するまで、リモコンには、「88.0℃」が
点滅します。

⑶　 室内機１台（又は１グループ）に、１個のリモコンを接続する場合は、必ず親
リモコン（出荷時設定）としてください。

　　子リモコンにすると通信ができません。
⑷　 リモコンと室内機の通信ができない状態が
　　30分程度続くと、「 」表示がでます。
　　室内機及び室外機の配線、及びリモコンの
　　親子設定等をご確認願います。

5. 吸込温度の確認方法
リモコン操作により、吸込温度の確認ができます。
⑴　エアコン№ボタンを 5秒以上押す。
温度設定表示部に、「88」が点滅します。
（データを読み込む間約 2秒間点滅）　
　　　　    　↓
その後、吸込温度を表示します。
（例）吸込温度：「27℃」（点灯）
（注） 吸込温度は、通常の場合室内機の吸込温度を表示しますが、リモコンセン

サ有効の場合は、リモコンセンサ検知温度が表示されます。
⑵　運転／停止ボタンを押す。
終了します。

【リモコンセンサが無効で、一つのリモコンに複数台の室内機が接続されている場合】
⑴　エアコン№ボタンを 5秒間押す。
室内機№表示部：「U　000」（点滅）　
（接続されている室内機の、最も若い番号を表示。）

⑵　TEMP△またはTEMP▽ボタンを押す。
室内機の番号を選びます。

⑶　MODE ボタンを押す。
室内機№を確定します。
（例）室内機№表示部：「U 000」

）滅点間秒01～2約間む込み読をターデ（。すまし滅点が」88「、に部示表定設度温
その後、吸込温度を表示します。エアコンNO.ボタンを押すと、室内機選択表示
（例「U　000」）に戻ります。

⑷　運転／停止ボタンを押す。
終了します。

ソフトウェア管理番号
（左記記号は一例です。
別の番号が出る場合もあ
ります。）
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6. 機能設定
リモコンと室内機の各機能は、リモコンと室内機を接続した際に、標準的な使い方である初期設定に自動的に設定されます。標準的な使い方をする場合は、設定の変更はいりません。
但し、「○」印の初期設定を変更したい場合は、その機能番号の項目のみ、設定を変更してください。設定内容は記録して保管してください。

 ⑴　基板上の切換スイッチによる機能設定項目
スイッチ№ 設定 設定内容 初期設定

SW1－1
ON 子リモコン
OFF 親リモコン ○

SW1－2
ON リモコンセンサ有効
OFF リモコンセンサ無効 ○

SW1－3
ON 「運転切換」ボタン禁止
OFF 「運転切換」ボタン有効 ○

SW1－4
ON 「運転／停止」ボタン禁止
OFF 「運転／停止」ボタン有効 ○

 ⑵　ボタン操作による機能設定項目

注１： 「※」印の初期設定は、接続される室内機及び室外機により異なり、下記の通り自動判別されます。
スイッチ№
機能番号 機能 設定 機種

SW1－6 風量調整
「風量調整」ボタン禁止 室内ファン風量切換えが１速のみの機種
「風量調整」ボタン有効 室内ファン風量切換えが２速又は３速の機種

リモコン機能
01 室内ファン速度

ファン速度３速 室内機ファン風量３速の機種
ファン速度２速（Hi-Lo）室内機ファン風量２速の機種
ファン速度２速（Hi-Me）
ファン１速 室内ファン風量切換えが１速のみの機種

リモコン機能
06 「自動」運転設定

「自動」運転有効 「自動」モード選択可能な機種
「自動」運転無効 「自動」モードの無い機種

分類 機能番号 機能 設定番号 設定 初期設定 備考

能
機
ン
コ
モ
リ

01 室内ファン速度

01 ファン速度３速 ※注 1 ファン風量が、急 -強 - 弱の３速となります。
02 ファン速度２速（Hi-Lo） ※注 1 ファン風量が、急 -弱の２速となります。
03 ファン速度２速（Hi-Me） ファン風量が、急 -強の２速となります。
04 ファン１速 ※注 1 ファン風量が１速のみで固定されます。

03
冷房時
リモコンセンサ

01 リモコンセンサ補正なし ○
02 リモコンセンサ＋３．０℃ 冷房時、リモコンセンサ有効の場合、＋３．０℃温度補正する。
03 リモコンセンサ＋２．０℃ 冷房時、リモコンセンサ有効の場合、＋２．０℃温度補正する。
04 リモコンセンサ＋１．０℃ 冷房時、リモコンセンサ有効の場合、＋１．０℃温度補正する。
05 リモコンセンサ－１．０℃ 冷房時、リモコンセンサ有効の場合、－１．０℃温度補正する。
06 リモコンセンサ－２．０℃ 冷房時、リモコンセンサ有効の場合、－２．０℃温度補正する。
07 リモコンセンサ－３．０℃ 冷房時、リモコンセンサ有効の場合、－３．０℃温度補正する。

04
暖房時 
リモコンセンサ

01 リモコンセンサ補正なし ○
02 リモコンセンサ＋３．０℃ 暖房時、リモコンセンサ有効の場合、＋３．０℃温度補正する。
03 リモコンセンサ＋２．０℃ 暖房時、リモコンセンサ有効の場合、＋２．０℃温度補正する。
04 リモコンセンサ＋１．０℃ 暖房時、リモコンセンサ有効の場合、＋１．０℃温度補正する。
05 リモコンセンサ－１．０℃ 暖房時、リモコンセンサ有効の場合、－１．０℃温度補正する。
06 リモコンセンサ－２．０℃ 暖房時、リモコンセンサ有効の場合、－２．０℃温度補正する。
07 リモコンセンサ－３．０℃ 暖房時、リモコンセンサ有効の場合、－３．０℃温度補正する。

05 換気設定
01 換気接続なし ○

02 エアコンと連動 シングル機は室内基板CNT、マルチ機は室内基板CNDに換気機器を接続すると、室内機の運転に連動し、換気
機器の運転／停止を行います。

06 「自動」運転設定
01 「自動」運転有効 ※注 1
02 「自動」運転無効 ※注 1 「自動」運転不可

能
機
内
室

07 運転許可 /禁止
01 無効 ○
02 有効 運転許可／禁止制御を有効にします。

08 外部入力切替
01 レベル入力 ○
02 パルス入力

09 高天井設定
01 標準 注 2
02 高天井１ 注 2
03 高天井２ 注 2

10
冷房時 
ファン残留運転

01 残留運転なし ○ 冷房停止後、ファン残留運転なし。
02 ０．５時間 冷房停止後、０．５時間ファン残留運転する。
03 １時間 冷房停止後、１時間ファン残留運転する。
04 ６時間 冷房停止後、６時間ファン残留運転する。

11
暖房時 
ファン残留運転

01 残留運転なし ○ 暖房停止、または暖房サーモOFF後、ファン残留運転なし。
02 ０．５時間 暖房停止、または暖房サーモOFF後、０．５時間ファン残留運転する。
03 ２時間 暖房停止、または暖房サーモOFF後、２時間ファン残留運転する。
04 ６時間 暖房停止、または暖房サーモOFF後、６時間ファン残留運転する。

12 暖房室温補正

01 補正なし ○
02 室温補正＋３．０℃ 暖房時の設定温度を＋３．０℃補正します。
03 室温補正＋２．０℃ 暖房時の設定温度を＋２．０℃補正します。
04 室温補正＋１．０℃ 暖房時の設定温度を＋１．０℃補正します。

13 暖房ファン制御

01 弱風 ○ 暖房サーモOFF時、弱風で運転します。
02 設定風量 暖房サーモOFF時、設定風量で運転します。電気集塵機を取り付けた場合は「設定風量」に設定してください。
03 間欠運転 暖房サーモOFF時、間欠運転します。

04 停止 暖房サーモOFF時、ファンは停止します。
リモコンセンサ有効時は、自動的に「停止」に設定されます。本体サーモの時は、設定しないでください。

14 吸込温度補正

01 補正なし ○
02 吸込温度補正＋２．０℃ 室内機の吸込温度を＋２．０℃補正します。
03 吸込温度補正＋１．５℃ 室内機の吸込温度を＋１．５℃補正します。
04 吸込温度補正＋１．０℃ 室内機の吸込温度を＋１．０℃補正します。
05 吸込温度補正－１．０℃ 室内機の吸込温度を－１．０℃補正します。
06 吸込温度補正－１．５℃ 室内機の吸込温度を－１．５℃補正します。
07 吸込温度補正－２．０℃ 室内機の吸込温度を－２．０℃補正します。

注 2：高天井設定時のファンタップ

ファンタップ
室内風量設定

急 -強 - 弱 急 -弱 急 -強
標準 Hi －Me－ Lo Hi － Lo Hi －Me

高天井１・2 UHi － Hi －Me UHi －Me UHi － Hi

1

SW1
ON

OFF
2 3 4 5 6 7 8 9 0

・子リモコンはSW1-1 以外は設定無効です。
・ 風量1速の室内機は「風量調整」ボタン有効にはできま
せん。

注 3： ツイン・トリプル・Wツイン機の場合、室内機能設定は親室内ユニット・子室内ユニット各々
設定してください。但し、「07運転許可／禁止」「08外部入力切替」は親室内ユニットのみで設
定可能です。

機種によって、初期設定が高天井設定の機種もあります。

スイッチ№ 設定 設定内容 初期設定

SW1－5
ON 「温度設定」ボタン禁止
OFF 「温度設定」ボタン有効 ○

SW1－6
ON 「風量調整」ボタン禁止 ※注 1
OFF 「風量調整」ボタン有効 ※注 1

SW1－7
ON 停電補償有効
OFF 停電補償無効 ○

SW1－8, 9, 0 ON 未使用　OFF
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【室内機能（07～14）を選んだ場合】
① 温度設定表示部に、「88」が点滅します。
（データを読み込む間約 2～ 10秒点滅）
          ↓　　　　　　　
その後、選択した機能番号の現在の設定番号が点滅します。
  （例）
機能番号：「07」　（点灯）
設定番号：「01」　（点滅）

② へお進みください。
【注意】
　a.  一つのリモコンに、室内機を複数台接続している場合は、下記表示とな
ります。

 　　室内機№表示部：「U　000」（点滅）　
　　（接続されている室内機の、最も若い番号を表示。）

　b.  TEMP△ またはTEMP▽ ボタンを押す。
設定したい室内機の番号を選びます。
「U　ALL」を選択すると、全台同一の設定ができます。

　c.  MODE ボタンを押す。
室内機№を確定します。

）滅点秒01～2間む込み読をターデ（。すまし滅点が」88「、に部示表定設度温
エアコン №ボタンを押すと室内機選択表示（例「U 000」点滅）に戻
ります。

② TEMP△ またはTEMP▽ ボタンを押す。
設定番号を選択します。

③ MODE ボタンを押す。
設定が完了します。
確定した室内機№、機能番号、設定番号をデータを送信する間約 3～ 20
秒間点灯します。
（例）
室内機№：「U 000」　（３～ 20秒間点灯）　
機能番号：「07」　（３～ 20秒間点灯）
設定番号：「01」　（３～ 20秒間点灯）

その後、機能番号の点滅表示⑴に戻りますので、続けて設定する場合は、
同じ要領で設定してください。終了する場合は、⑸へお進みください。

・設定の途中で、運転／停止ボタンを押しても終了します。但し、設定が完了していない内容は無効となりますのでご注意ください。
・設定内容は、コントローラ内部に記憶され停電しても保存されております。

【現在設定の確認方法】
上記操作により、「機能番号」を選び、MODEボタンを押した時に、最初に表示される「設定番号」が、現在設定されている内容です。
（但し、「Ｕ　ALL」（全台）を選んだ場合は、室内機№の最も若い機種の設定番号が表示されます。）

⑴　エアコンを停止させて、エアコン№とMODE ボタンを同時に長押しする。
　　右上に、機能番号「01」が点滅します

⑵　TEMP△ またはTEMP▽ ボタンを押す。
　　機能番号を選択します。

⑶　MODE ボタンを押す。
　　機能番号を確定する。

⑷　【リモコン機能（01～06）を選んだ場合】
① 選択した機能番号の現在の設定番号が点滅します。

　　　（例）
　　　 機能番号：「01」　（点灯）
　　　 設定番号：「01」　（点滅）

② TEMP△ またはTEMP▽ ボタンを押す。
　 設定番号を選択します。
③ MODE ボタンを押す。
　 設定が完了します。
　  確定した機能番号と、設定番号をデータを送信する間約 
3 ～ 20秒間点灯します。

　（例）
　  機能番号：「01」　（３～ 20秒間点灯）
　  設定番号：「01」　（３～ 20秒間点灯）

 その後、機能番号の点滅表示⑴に戻りますので、
 続けて設定する場合は、同じ要領で設定してください。
 終了する場合は、⑸へお進みください。

⑸　運転／停止ボタンを押す
　　設定を終了します。

機能番号

機能番号

設定番号

機能番号

設定番号

確定ボタン

開始ボタン

選択ボタン

終了ボタン

機能番号

設定番号

機能番号室内機№

機能番号
室内機№
（室内機が複数
台接続されてい
る場合）

設定番号

7. ボタン操作による機能設定の仕方
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3.3 ラクリーナ用リモコン（CRC-L） PJA012D717

ラクリーナパネル

ラクリーナパネル
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ラクリーナパネル
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同時発停仕様
・天井埋込形4方向吹出し（FDT）
・天井埋込形2方向吹出し（FDTW）
・天吊形（FDE）
・天埋カセテリア（FDR）
・高静圧ダクト形（FDU）

個別発停マルチ
室外ユニット

室外ユニット

FDCVP2244HSX, 2804HSX

・天井埋込形4方向吹出し（FDT）
・天井埋込形小容量4方向吹出し（FDTC）
・天井埋込形2方向吹出し（FDTW）
・天井埋込形1方向吹出し（FDTS）
・天井埋込形小容量1方向吹出し（FDTSC）
・天埋カセテリア（FDR）
・高静圧ダクト形（FDU）
・天吊形（FDE）
・天吊耐油形（FDES）
・壁掛形（FDK）
・床置形ローボーイタイプ露出形（FDEL）
・床置形ローボーイタイプ隠蔽形（FDEU）

　　　　　　　　 冷熱事業本部

三菱重工冷熱株式会社

●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。

〒452-8561

〒141-0031

愛知県清須市西枇杷島町旭三丁目1番地

東京都品川区西五反田７－ －５（ニッセイ五反田アネックスビル）


